
團
伊
玖
磨
と
日
本
の
歌

花
の
街
、
ぞ
う
さ
ん
、
夕
鶴

日
本
を
代
表
す
る
作
曲
家

で
あ
り
、
同
館
の
芸
術
顧
問

を
務
め
、
開
館
記
念
式
典
の

献
堂
曲
を
作
曲
す
る
な
ど
、

同
館
と
縁
が
深
い
團
伊
玖
磨
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燕 喜 館 千 歳 茶 会
日時 ９月15日午前10時～午後４時
呈茶券 300円　※65歳以上は無料
問い合わせ 同館（�224-6081）へ

中高齢者就職支援事業 パソコン教室
日時 10月２日～11月28日毎週月・
水・木曜午前９時～正午
会場 新潟地域職業訓練センター
内容 パソコンの基本操作
対象 45歳～64歳で求職中の人20人
申し込み ９月18日（消印有効）まで
に地区事務所などにある所定の申込書を
〒951-8550産業企画課勤労福祉室（�
内線2534）へ　※応募多数の場合抽選

曽野木地区公民館 絵本とお話の部屋
日時 ９月18日午後３時半～４時
内容 絵本の読み聞かせ
申し込み 当日直接同館へ
問い合わせ 同館（�280-6810）へ

中地区公民館 シニアカレッジ
申し込み 同館（�271-0017）へ
�教養コース
日時 ９月25日～10月29日午前10時～
正午（全６回）
内容 中地区と下まちのよさを探ろう、
ほか　定員 先着40人
�手芸コース～ちぎり絵
日時 ９月30日～10月28日午前10時～
正午（全４回） 定員 先着15人

こども創作活動館 ヤ・キ・モ・ノ ごっこ
日時 ９月21日午後１時半～２時半
対象 小・中学生先着７人
参加費 450円
申し込み 同館（�279-2113）へ
※月曜休館

住 宅 建 築 相 談 会
日時 ９月10・24日午前９時～午後４時
会場 市役所第１分館１階ミーティング
ルーム
相談内容 新・増・改築・リフォームプ
ランのアドバイス、公的融資制度、ほか
問い合わせ 建築指導課（�内線3060）へ

万代橋と新潟のまちづくりを考える
ワークショップ参加者募集

期日 10月～来年１月毎月１回（原則土
曜午後に実施） 定員 50人
問い合わせ ９月30日までに万代橋協議
会事務局（街づくり推進課内�内線2827）
へ　※応募多数の場合抽選。会場など詳
細は後日参加者に連絡します

関屋地区公民館 親と子のひろばⅡ
日時 ９月25日～10月30日毎週水曜午
前11時～午後０時半
内容 親子遊び、子育て交流、ほか
対象 未就園児と保護者先着30組
申し込み 同館（�266-4939）へ

稲わら・もみ殻の焼却はやめましょう
稲わら・もみ殻は、大切な地力源です。

焼かずに、たい肥にするなどして土づく
りに有効利用しましょう。
問い合わせ 農業振興課（�内線2559）へ

シクラメンの
植え替え

休
眠
状
態
で
夏
越
し

さ
せ
た
シ
ク
ラ
メ
ン

は
、
夏
の
暑
さ
が
和
ら

い
だ
今
が
、
植
え
替
え

の
適
期
で
す
。

夏
越
し
し
た
も
の
の

病
気
に
侵
さ
れ
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
球

根
を
指
で
押
し
て
、
硬

く
健
全
な
も
の
を
選
ん

で
水
を
与
え
、
古
葉
の

基
部
か
ら
新
葉
が
発
生

し
た
の
を
確
認
し
て
か

ら
、
植
え
替
え
ま
し
ょ

う
。用

土
は
、
赤
玉
土
の

中
粒
６
・
腐
葉
土
２
・

川
砂
２
に
あ
ら
か
じ
め

緩
効
性
肥
料
を
用
土
１

�
に
対
し
て
２
�
程
度

の
割
合
で
混
合
し
た
も

の
を
用
い
ま
す
。

植
え
替
え
は
、
鉢
か

ら
株
を
て
い
ね
い
に
抜

き
、
古
い
用
土
と
根
を

半
分
程
度
取
り
除
い
て

植
え
付
け
ま
し
ょ
う
。

植
え
替
え
後
は
、
半

日
陰
の
風
当
た
り
の
少

な
い
場
所
で
管
理
し
ま

し
ょ
う
。

当
セ
ン
タ
ー
の
花
々

は
、
こ
れ
か
ら
涼
し
く

な
る
に
つ
れ
、
花
色
が

さ
え
、
園
内
を
一
層
色

鮮
や
か
に
彩
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。

（
園
芸
セ
ン
タ
ー
）

の
没
後
１
周
年
を
記
念
す
る

コ
ン
サ
ー
ト
。
日
本
で
最
大

の
音
楽
家
団
体
「
二
期
会
」

の
会
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

若
手
ソ
リ
ス
ト
が
、
歌
曲
や

童
謡
、
オ
ペ
ラ
「
夕
鶴
」
な

ど
を
熱
唱
し
ま
す
。

開
演

10
月
６
日
午
後
４
時

会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト

Ｓ
席
３
５
０
０

円
、
Ａ
席
２
５
０
０
円
、
Ｂ

席
１
５
０
０
円

ユ
ー
ラ
シ
ア
オ
デ
ッ
セ
イ

秋
の
地
球
音
楽
祭

現
在
活
躍
中
の
ア
ジ
ア
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
中
心
に

地
球
的
視
野
か
ら
ユ
ー
ラ
シ

ア
の
音
楽
を
紹
介
す
る
シ
リ

ー
ズ
で
す
。
伝
統
的
な
楽
器

「
ド
ゥ
ド
ゥ
ク
」
と
呼
ば
れ

る
縦
笛
の
名
手
や
セ
ル
ビ
ア

の
ジ
プ
シ
ー
バ
ン
ド
が
登

場
。
日
本
か
ら
は
鬼
太
鼓
座

と
梅
津
和
時
が
出
演
し
ま

す
。

開
演

10
月
19
日
午
後
６
時

※
午
後
１
時
か
ら
同
館
の
ロ

ビ
ー
で
入
場
無
料
の
ロ
ビ
ー

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
劇
場

チ
ケ
ッ
ト

Ｓ
席
３
５
０
０

円
、
Ａ
席
３
０
０
０
円
、
Ｂ

席
２
０
０
０
円

第
19
回
新
潟
定
期

東
京
交
響
楽
団

幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を

持
つ
ボ
ー
カ
ル
・
グ
ル
ー

プ
、
ス
ウ
ィ
ン
グ
ル
・
シ
ン

ガ
ー
ズ
を
迎
え
る
お
楽
し
み

コ
ン
サ
ー
ト
。
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
の
共
演
の
ほ
か
、
ア
・

カ
ペ
ラ
も
た
っ
ぷ
り
聴
か
せ

ま
す
。
曲
目
は
「
ウ
エ
ス

ト
・
サ
イ
ド
・
ス
ト
ー
リ

ー
」
、
エ
ル
ガ
ー
の
創
作
主

題
に
よ
る
変
奏
曲
「
エ
ニ
グ

マ
」
作
品
36
な
ど
を
披
露
し

ま
す
。

開
演

12
月
８
日
午
後
５

時会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト

Ｓ
席
７
５
０

０
円
、
Ａ
席
６
５
０
０
円
、

Ｂ
席
５
５
０
０
円
、
Ｃ
席

４
５
０
０
円
、
Ｄ
席
２
０

０
０
円

問
い
合
わ
せ

り
ゅ
ー
と

ぴ
あ
チ
ケ
ッ
ト
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
（
�
２
２
４
・
５
５

２
１
）
へ

※
チ
ケ
ッ
ト
は
同
館
と
市

内
の
主
な
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
発
売
中

市
な
ど
で
構
成
す
る
市
屋

外
広
告
物
連
絡
協
議
会
で

は
、
９
月
10
日
の
屋
外
広
告

の
日
に
、
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ぺ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、

屋
外
広
告
物
条
例
に
つ
い
て

街
頭
で
の
呼
び
掛
け
や
、
電

柱
な
ど
に
設
置
さ
れ
た
違
法

な
張
り
紙
な
ど
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
ま
す
。

日
時

９
月
10
日
午
後
２
時

〜
3
時
半

場
所

古
町
、
万
代
シ
テ
イ
、

新
潟
駅
周
辺

問
い
合
わ
せ

建
築
指
導
課

都
市
環
境
整
備
室
（
�
内
線

２
８
１
０
）
へ

屋
外
広
告
物
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
を
募
集

県
屋
外
広
告
物
コ
ン
ク
ー

ル
実
行
委
員
会
で
は
、
「
交

通
安
全
（
飲
酒
運
転
の
追
放
、

高
齢
者
の
事
故
防
止
）
」
に

関
す
る
屋
外
広
告
物
板
の
デ

ザ
イ
ン
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み

９
月
20
日
（
必

着
）
ま
で
に
、
作
品
に
所
定

の
申
込
用
紙
を
添
え
て
、
〒

９
５
１
・
８
５
５
０
建
築
指

導
課
都
市
環
境
整
備
室
（
市

役
所
第
１
分
館
５
階
）
へ

※
申
込
用
紙
は
、
黒
埼
支
所
、

地
区
事
務
所
な
ど
に
も
あ
り

ま
す

９
月
14
日
か
ら
、
市
美
術

館
で
「
ア
ル
バ
ー
ス
の
メ
ソ

ー
ド
展
〜
い
ろ
と
か
た
ち
の

研
究
」
を
開
催
し
ま
す
。

ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
画
家
、

ジ
ョ
ー
ゼ
フ
・
ア
ル
バ
ー
ス

（
１
８
８
８
〜
１
９
７
６
）

は
、
現
代
の
デ
ザ
イ
ン
教
育

の
基
礎
を
築
き
、
ア
メ
リ
カ

現
代
美
術
に
大
き
な
影
響
を

品
を
彼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と

も
に
紹
介
し
ま
す
。

純
粋
な
色
彩
と
形
を
求
め

続
け
た
ア
ル
バ
ー
ス
の
「
い

ろ
」
と
「
か
た
ち
」
が
さ
ま

ざ
ま
に
響
き
あ
う
世
界
を
ど

う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
14
日
〜
10
月
20

日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
半

（
９
月
14
日
は
午
前
10
時
か

ら
）

休
館
日

月
曜
、
９
月
17
・

24
日
、
10
月
15
日
（
９
月

16
・
23
日
、
10
月
14
日
は
開

館
）

観
覧
料

一
般
６
０
０
円

（
４
５
０
円
）
、
高
校
・
大
学

生
４
５
０
円
（
３
０
０
円
）
、

小
・
中
学
生
３
０
０
円
（
２

０
０
円
）

※
カ
ッ
コ
内
は

前
売
り
料
金

問
い
合
わ
せ

同
館
（
�
２

２
３
・
１
６
２
２
）
へ

�
作
品
鑑
賞
会

日
時

毎
週
日
曜
（
９
月
29

日
を
除
く
）
午
後
２
時
か
ら

※
10
月
13
日
は
手
話
通
訳
あ

り�
子
ど
も
の
た
め
の
鑑
賞
会

日
時

９
月
14
日
、
10
月
19

日
午
後
２
時
か
ら
（
サ
タ
デ

ー
パ
ス
ポ
ー
ト
持
参
の
小
・

中
学
生
は
入
館
料
無
料
）

申
し
込
み

い
ず
れ
も
当
日

直
接
同
館
へ

�
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
〜

お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ
ん

の
た
め
の
美
術
講
座

日
時

９
月
16
日
午
後
２
時

か
ら

内
容

不
思
議
カ
ー
ド
の
作

製
、
ほ
か

申
し
込
み

９
月
12
日
（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

に
住
所
、
参
加
者
全
員
の
氏

名
、
電
話
番
号
、
子
ど
も
の

学
年
を
記
入
し
、
〒
９
５

１
・
８
５
５
６
、
西
大
畑
町

５
１
９
１
・
９
、
同
館
へ

10
月
１
日
か
ら
下
水
道
処

理
を
開
始
す
る
区
域
に
つ
い

て
、
９
月
13
日
か
ら
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

縦
覧
日
時

９
月
13
日
〜
27

日
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

15
分
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を

除
く
）

縦
覧
場
所

下
水
道
企
画
課

（
市
役
所
第
１
分
館
６
階
）

対
象
区
域

坂
井
輪
地
区
…

西
小
針
台
１
、
寺
尾
上
６
の

全
部
、
寺
尾
台
１
、
寺
尾
、

寺
尾
上
２
、
坂
井
東
６
、
坂

井
、
大
野
、
内
野
町
の
各
一

部
▽
鳥
屋
野
地
区
…
紫
竹
７

の
全
部
、
桜
木
町
、
神
道
寺

の
各
一
部
▽
山
潟
地
区
…
弁

天
橋
通
２
・
３
の
各
一
部

▽
石
山
地
区
…
中
野
山
７
、

東
中
野
山
１
の
各
一
部
▽
木

戸
地
区
…
竹
尾
、
竹
尾
卸
新

町
、
下
木
戸
２
の
各
一
部
▽

大
形
地
区
…
大
形
本
町
１
・

３
、
豊
２
・
３
の
各
一
部
▽

中
地
区
…
小
金
町
１
〜
３
、

新
川
町
の
各
一
部
▽
北
地
区

…
松
浜
８
の
一
部

問
い
合
わ
せ

下
水
道
企
画

課
（
�
内
線
２
９
５
６
）
へ

与
え
た
優
れ
た
美
術
教
育
者

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
ル
バ
ー
ス
は
、
晩
年
、

彼
の
40
年
に
わ
た
る
色
彩
と

幾
何
学
的
な
構
成
に
つ
い
て

の
研
究
を
集
大
成
し
た
版
画

集
を
制
作
し
ま
し
た
。

同
展
は
、
市
美
術
館
が
平

成
12
年
度
に
収
蔵
し
た
こ
の

版
画
集
・
全
１
２
７
点
の
作

上の２点は、それぞれの色彩が同じ量で構成されています。隣り合う

色と色との関係で生まれてくる効果によって、私たちにさまざまなイメ

ージを思い起こさせます。アルバースは「東洋」と「西洋」をイメ－ジ

しました。

水平の色帯とゆるやかな

曲線。ここでは、ふくらみ

や奥行き、透明感、そして

動きさえ感じられます。ア

ルバースが連想したのは水

生植物の動き。「水の中」

と名付けられました。

ス ワ ッ プ ミ ー ト
日時 ９月15日午前10時～午後３時
（悪天時は翌16日に順延）
会場 鳥屋野潟公園向かい駐車場
問い合わせ 市青年ネットワーク（万代
市民会館内�246-7711）へ　※準備の
ため午前10時まで入場できません。当日
の開催有無の確認は、テレホンサービス
（�249-5600、当日のみ）へ

「フォーミュレーション・アーティキュレーション」（1972）

「市ホームページ」「市モバイル情報」

電気設備点検のため一時中断
日時 ９月14日午前８時～午後８時
問い合わせ 情報政策課（�内線2139）へ


